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義甲厚                      8～ 14m

巡航走行速度                   35揃 /h

一M9、 6HP/02 DT― M010、 2HP/12

MCパック系               スレック方式4P― NJ― S4

標準液交換時期                 170時 間薔
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0組み立てる前に一度説明書をよ<読んでから組み立てます。

●ナイフ、ニツパー、ヤスリなどの工具を用意しましよう。

●図中の Ⅲ…)は授着、 ・…)は接着しない案内です。

∈3)このマークの所は接着してはいけません。
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脚の組み立て
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0スキーの組粒て
く右脚〉
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キーの取り付け(スキーを下にする場合)
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0コ
クビット・ハッチの取り付け

E4の取り付け位置
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●接着剤が乾いたら、ハッチを開閉して

みましょっ。
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⑫
左腕の組み立て
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●右手で専用銃を持つた状態
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《部品図》
日部品 回部品

□部品 □部品

□部品

□部品

※この他にデカールが入っています。

″  ‐ '

●38は されいに功り取り、切り取ったあとのクズは捨てて下さい。
●部品を取り出した織を頭からかぶったり、議を■ったりしないて下さい。

医師に相談して下さい。0別売りの機着用

0別売りの機着用

富息する恐れがあります。

t li?ffO+l:frilt r!fr^.小さ し保管 て下さい。

・溶剤が目に入った時は、


